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に注ぐ流路延長 138 km、流域面積 1240 km2 の一級河川である。山梨県、東京都、神奈川県を
流れ、東京都では 2区・ 24 市町村を流下する。川の長さと面積の上位 3つ多摩川支川は、順に
秋川 169.6 km2 ・ 60.4 km、浅川 154.6 km2 ・ 120.3 km、野川 67.5 km2 ・ 47.1 kmである。現在、




























図 2 多摩川本流主要地点での BOD の経年変化（国土交通省関東地方整備局京浜河川事
務所多摩川水系河川整備計画 フォローアップレポート ふれあい点検のHPより引用[1]）




の目標がかかげられ、平成 13 年（2001 年）に多摩川水系河川整備計画が策定されさらに水質
向上の傾向が報告されている。





んど公表されていない。本邦では 2002 ～ 2007 年までの水質の解析を行い、その結果から依然
水質が低い地点を見出し、その水質を示す背景を考察する。
用語解説
BOD（生物化学的酸素要求量： Biochemical Oxygen Demand） 溶存酸素（DO）が十分ある中
で、水中の有機物が好気性微生物により分解されるときに消費される酸素の量のことで、普通
20 ℃で 5 日間暗所で培養したときの消費量を指す。有機物汚染の指標となるが、微生物によっ
て分解されにくい有機物や、毒物による汚染については適用しない。アンモニアや亜硝酸が含
まれている場合は微生物によって酸化されるので、測定値が高くなる場合がある。BODが高い
と DOが欠乏しやすくなる。河川での BODの環境基準値は「1 mg/l 以下」～「10 mg/l 以下」
に定められており、利用目的の適応性から項目類型 Aについては 2 mg/l、項目類型 Bについて
は 3 mg/l 以下と定められている。
BOD75%値 年間の BOD日間平均値を水質の良いものから並べたときの（n× 0.75）番目の値
（小数点以下切り捨て）であり、BOD及び CODの環境基準の評価に使われる。





































データの解釈には、水量や天候などの違いを考慮する必要がある。また、2002 年の 1 ～ 3 月の
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表1-1　本研究で対象とした多摩川本流の採水地点�
昭和橋� A 87 東�京都�
和田橋� B 69 東�京都�
調布橋� C 64 国土�交通省�
羽村堰� D 57 東�京都�
拝島�原�水�補給点� E 52 東�京都�
拝島橋� F 50 国土�交通省�
日野橋� G 44 国土�交通省�
関戸橋� H 38 国土�交通省�
多�摩川原橋� I 31 国土�交通省�
多�摩水道橋� J 25.5 国土�交通省�
第�三京浜多摩川橋� K 17 国土�交通省�
田園調布堰上� L 14 国土�交通省�
六郷橋� M 4 国土�交通省�
大師橋� N 0.7 国土�交通省�
地�点�名� 河口�か�らの�距離�(km) 測定機関�記号�
表1-2　本研究で対象とした多摩川支流の採水地点�
地�点�名� 記号� 支川名� 多�摩�川合流地点�（最�寄下流側�）� 測定機関�
氷川小橋� a 日原川� 昭和橋� 東京都�
多西橋� b 平井川� 拝島原水補給点� 東京都�
東秋川橋� c 秋�川� 拝島橋� 東京都�
下田橋下� d 谷地川� 日野橋� 八王子市�
立川橋� e 残堀川� 日野橋� 東京都�
高幡橋� f 浅�川� 関戸橋� 国土交通省�
玉川橋� j 程�久保川� 関戸橋� 東京都�
報恩橋� g 大栗川� 多摩川原橋� 国土交通省�
天神橋� h 三沢川� 多摩水道橋� 東京都�
兵庫橋� i 野�川� 第三京浜多摩川橋� 国土交通省�
図 3 本研究で対象とした多摩川本流（大文字）および支流河口（小文字）の
採水地点（支流についてはいずれも多摩川合流点前を対象とした）
データは公開されておらず、入手に至らなかったので、2002 年の年平均をとる場合に 4～ 12 月








摩川原橋の三個所であった。特に G日野橋と I多摩川原橋では 2002 年から 2007 年までのいず
れの年においても、他の地点と比べて必ず水質が低くなることを示す、顕著なピークが確認で
きる。C調布橋のあと Dおよび Eの地点にかけて、いったん BOD値が下がる（水質が向上して
いる）現象については、羽村取水堰からの放水が堰の通過により浄化されることと、拝島原水
補給点までに比較的水質のよい支川の合流によると考察した（後述の支流 bおよび c点につい
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図 5-1 多摩川各支流の BOD年平均値の縦断分布
（各測定値の下のアルファベットは表 1-2 に対応する）
2001 年 3 月から 2007 年 3 月までの 6年間についてみると、多摩川の流域の人口増加率は約 7％
のゆるやかな伸びであったのに対し、2006 年度（2006 年 4 月から 2007 年 3 月まで）の 1 年間
についてみると、人口増加の伸びが比較的大きいことがわかっている。さらにここ 1，2 年間の
多摩川水系の直轄管理区間における河川敷等施設設備の利用者数の増加も 1607 万人と著しく、
2003 年度（2003 年 4 月から 2004 年 3 月）と比較して、約 270 万人の増となっていることの影
響も考えられる。






































次に支流からの影響の有無について考察するために図 5-1 と 5-2 に示す各支流の本流との合流
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